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活動支援団体の今とこれから－担い手を支え、育む制度の可能性－

休眠預金活用シンポジウム2025

制度の現在地から未来をともに描く

2025年11月25日（火）

参加無料

本シンポジウムでは、まず2024年度総合評価等をもとに休眠預金活用制度の現在地を共有します。

そのうえで、制度開始から8年目となる今、5年後見直しを経て生まれた制度（活動支援団体、出資事業）を

これからどのように育み、活かしていけるのかを参加者の皆様とともに問い直し、考える場とします。

当日は、多様な実践者・専門家とともに、制度の現在地から未来に向けたヒントを探り、次の一歩をともに描いていきます。

受付締切
11月20日18時

申込みQRコード

［主 催］ 一般財団法人日本民間公益活動連携機構（JANPIA）
［問合せ先］   〈電話〉03-5511-2020（代表）〈mail〉 info@janpia.or.jp

資金循環の新たな可能性－ソーシャルビジネス形成支援から出資事業への展開－

13:05

13:50

ファシリテーター：小崎 亜依子 JANPIA 出資事業部長

中谷 純
認定NPO法人全国こども食堂支援

センター・むすびえ
プロジェクトリーダー

田口 由紀絵
合同会社コドソシ

代表

吉田 建治
認定特定非営利活動法人日本NPOセンター

事務局長

高原 康次
グロービス経営大学院教員

（ソーシャル・ベンチャー・マネジメント等）

齊藤 紀子
千葉商科大学人間社会学部

教授・学部長

開会挨拶 二宮雅也 JANPIA 理事長

休眠活用事業の現在地について 大川 昌晴 JANPIA 事務局長

ファシリテーター： 大川昌晴 JANPIA 事務局長

13:20

プログラム

14:30

13:00～14:30
日比谷コンファレンススクエア8階
ハイブリット開催（会場＋オンライン）
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